
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2 回 理事会  

日 時 令和 8 年 5 月 22 日  18:30～20:25 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、志岐浩二、 

小柳 傑、飯野朋彦、池田章子、笹原順哉、坂井孝行、小田慎也 

監事平野英三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他高木治雄、山下均、永木照彦 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）定時総会での記念品贈呈について 

・定時総会での記念品贈呈についての審議依頼あり。 
・名誉会員表彰に関し、記念品の贈呈を検討。表彰規程(1万円相当)に則り贈呈することとした。 
・審議の結果、提案通り可決された。 

２）臨床教育研修会開催について 
   ・臨床教育研修会開催の承認について審議依頼あり。 

   ・開始日時：令和 8 年 9 月～10 月 

・開催方法：オンライン 

・講師：江草典政氏（島根大学医学部付属病院 リハビリテーション部） 

・テーマ「人が育つチームの作り方」 

・カリキュラムコード「スタッフ教育と教育システム」は以前、3 ポイントの研修会もあったため、「コー
チング・ファシリテーション」への変更を検討。 

・審議の結果、臨床教育研修会の開催が承認された。 
 ３）臨床実習指導者講習会の受講者募集について 

・臨床実習指導者講習会の受講者募集の承認について審議依頼あり。 
・開催日時：9 月 5 日、6 日 
・審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）ハラスメント研修会に関するアンケート調査と研修会案について 
   ・ハラスメント研修会に関するアンケートと研修会案について審議依頼あり 
   ・アンケートについては昨年と同じ内容では、同様の結果になることが考えられる。心理的安定性に

特化する形も検討。 
   ・研修会 開催時期 12 月、講師は西川眞里氏を予定するが、非会員のため再度検討。 
   ・アンケート内容、研修会案は再度検討。本議案は保留となった。 
 ５）認定スクールトレーナー研修会について 
   ・認定スクールトレーナー研修会の承認について審議依頼あり 
   ・講師：板倉尚子氏（日本理学療法士協会 常務理事） 
    福本貴彦氏（畿央大学健康科学部理学療法学科 教授） 

・各 60 分ずつ、計 120 分。 
・開催形式：オンライン 
・参加費：3,000 円 
・ポイント：2 ポイント 
・審議の結果、認定スクールトレーナー研修会の講師、参加費について承認された。 

 ６）新入会員承認について 
   ・新入会員承認について審議依頼あり 

・総会員数 2273 名、在会会員 1873 名、休会会員 400 名、会員施設 427。 
・入会 48 名、退会 2 名、復会 4 名、休会 3 名。 
・前回、会費未納により会員権利停止が 61 名いたが、先生方のご尽力で 26 名まで減少。 
・26 名に対しては事務局より連絡する。 
・審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 36 回長崎県理学療法学術大会準備進捗状況報告について 

   ・7 月 3 日 NTT ネット回線工事に立ち合い、その後に機材セッティングを行う。 
・7 月 4 日午後、理事を交え開会式・閉会式のリハーサルを実施予定。 
・7 月 4 日 18:00 にインターナショナルホテルで情報交換会を開催予定。 

    講師2名とも参加予定。佐賀県の峰松会長から情報交換会への参加希望あり受け入れる方向で検討。 
・シーハット大村より、第 4 会場の空調不調のため音楽室へ変更依頼あり。 

    口述会場からポスター発表会場へ変更する。 



・一般演題 42 演題の査読完了。 
・優秀演台：大会長賞 1 名、協会会長賞 1 名、奨励賞 3 名の計 5 名。 
・大村市議会議員で理学療法士の小林史政氏を来賓として招待、来場される場合は開会式で挨拶して
いただくことも検討。 

・第 24 回神経学会からポスター掲示、チラシ設置の依頼あり。対応する。 
・現在の参加者数：対面 44 名、オンライン 30 名、計 74 名。 
・広報に力を入れ、500 名の参加を目指す。 
・学術部にフリーの PC が 4 台あり、使用する。 
・幕間に学術からの広報を数件流す予定。 
・各研修会でも広報を強化する。 

２）第 37 回長崎県理学療法学術大会進捗状況報告について 
・会期：令和 9 年 7 月 3 日、4 日 
・会場：アルカス佐世保（予定） 
・大会テーマ：「さいこう—あなたにとっての理学療法—」 

さいこう：再考、再興、最高、最幸の 4 つの意味を持つ 
・講師（案） 
 基調講演：小林寛和氏（日本福祉大学健康科学部リハビリテーション学科 教授） 
 教育講演①：西祐樹氏（長崎大学医師薬学総合研究所 准教授） 
 教育講演②：中村雅俊氏（西九州大学リハビリテーション学部 教授） 

    県民公開講座：1 案：浜村明徳氏（小倉リハビリテーション病院 名誉院長） 
           2 案：高田明氏（ジャパネットたかた創業者）：講演料の懸念あり 

・県民公開講座の講師候補を 1、2 名追加で挙げておく必要性あり 
・現状 2 日開催を検討、7 月 3 日、4 日でアルカス佐世保の予約を試みる。 
・期間は今後も検討する。 

３）令和 8 年度 定時総会・拡大理事会進捗について 
・拡大理事会・懇親会：6 月 13 日 
・定時総会：6 月 14 日 
・定時総会議長：秀嶋部長（諫早地区）に依頼 
・定時総会後、役員選任に関わる臨時理事会を開催。 
・次年度以降、拡大理事会のハイブリッド開催について検討する。 
・令和 7 年度監査報告：柿田監事より報告いただく 

４）令和 8 年度 新卒者オリエンテーションについて 

・4 月 21 日・22 日にオンラインで開催。 
・地区別交流会では 9 割以上の参加があり、オンライン開催への好意的な意見が多かった。 
・アンケート回答率が約 7 割であり、回答率向上に向け検討。 
・アンケート内容も自由記述欄など見直しを図る。 
・キャリアメール使用者が未だに複数あり。 

５）第 23 回長崎県ねんりんピック大会事業報告について 
・ねんりんピックについて、メディカルサポートを実施。 
・開催日：5 月 9 日 
・競技（スタッフ数）：テニス（4 名）、サッカー（4 名） 
・依頼件数：テニス 31 件、サッカー19 件 
・公募で 1 名の応募あり。 
・事務局（すこやか長寿財団）とも連携が取れており、問題なく終了した。 

 ６）令和 8 年度 骨粗鬆症対策普及啓発等事業について 
・国保健康増進課の依頼で、県内の養護教諭の理事会において骨粗鬆症予防と 
「10 代の骨活リーフレット」を紹介した。 

・スクールトレーナーのパンフレットも紹介し、高い関心が示された。 
・今後も紹介活動を継続する。 

その他報告事項 
１）拡大理事会について 

・6 月の理事会は、13 日の拡大理事会において審議、報告、学会報告等を扱う事とする。 
２）名刺作成・増刷について 

・役員変更、事務員増員に伴い、名刺の作成・増刷が必要となる。 
・スプレッドシートにて情報の更新を行い、その後に印刷を手配する方針。 

３）新外部監事候補に関わる手続きについて 
・新しく外部監事候補として挙がっている長浦先生に対し、定時総会への出席依頼、必要書類の案内
が必要。 

・大山会長が直接電話にて案内することとする。 
 

 


